
56 -
所以上 956

0 - - - - 0.0

03020000  ＩＣＴ関連企業集積と産学官連携の推進

幸
福

身に付けた知識や技術を仕事や趣味の場で活かせる機会があると感じている人の割合
4

39 43 46 50 50 -
％ 36.3

0 - - - - 0.0

03030000  農林業の振興と担い手の支援
暮
ら
し

農業後継者（販売農家）の有無の割合
5

58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 -
％以上 58.6

0 - - - - 0.0

03030000  農林業の振興と担い手の支援

幸
福

身に着けた知識や技術を仕事や趣味の場で生かせる機会があると感じる人の割合
6

39 43 46 50 50 -
％ 36.3

0 - - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

１．政策の実現状況を明らかにする
(１) 計画のビジョン（政策が実現できたときの状態）

(２) 政策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 目 標 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する基本施策及び目標値の達成状況
基 本 施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
基 本 施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：令和  2年 4月17日 1頁

後期基本計画 令和　２年度 政策方針書

０３ 地域の産業がより活性化し、次代を見据えた挑戦を続けるまち

経済産業担当部長  長内　司善

目指す姿は「競争力・市場性のある産業と、安定した雇用・定住・後継者育成が循環的に発展するまち」です。各産業分野

と労働力が、また滝沢市の特性や地域資源を活用しながら、交流人口、異業種連携、付加価値などによりバランスよく発展

するとともに、市民や地域が潤っている状況です。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮
ら
し

自分の仕事に満足している人の割合

1 57 58 60 61 61 -
％ 55.1

53.4 - - - - 0.0

幸
福

身に付けた知識や技術を仕事や趣味の場で活かせる機会があると感じる人の割合

2 40 43 47 50 50 -
％ 36.3

36.6 - - - - 0.0

03010000  地域の潤いにつながる観光資源の発信
暮
ら
し

滝沢市の地場産品をよく買っている人の割合
1

43.9 46 48 50 50 -
％ 41.9

0 - - - - 0.0

03010000  地域の潤いにつながる観光資源の発信

幸
福

滝沢市に愛着がある人の割合
2

76 77 78 80 80 -
％ 74.6

0 - - - - 0.0

03020000  ＩＣＴ関連企業集積と産学官連携の推進
暮
ら
し

法人事業所数
3

956 956 956 956 9



３

いて

　の検討を行いま

．

す。

・「農林業の振興

政

と担い手の支援」につ

策

いては、農地集積の推

の

進、酪農・畜産の振興

実

により、次代の担い手

現

の育成・確保に

　努め

に

、また日本型直接支払

向

制度や森林整備を推進

け

し、農地や森林が有す

て

る多面的機能の持続的

の

な発揮を目指します。

取

　産直施設のネットワ

り

ーク化や食育と連携し

組

た食の安全・安心を基

み

本とする地産地消を推

を

進し、第６次産業等と

決

複合的な持

　続可能な

定

農林業を育成します。

す

(２) 基本計画内の

る

取り組みと方針のうち

(

、令和 2年度の重点

１

課題
・「地域の潤いに

)

つながる観光資源の発

 

信」については、ビッ

政

グルーフ滝沢を活用し

策

た情報発信に取組みま

の

す。また、地域

　資源

達

を活用した新たな観光

成

政策のありかたについ

（

ての検討を始めます。

実

・「ＩＣＴ関連企業集

現

積と産学官連携の推進

）

」については、企業誘

に

致を促進するとともに

向

、人材と企業がともに

け

成長しやす

　い環境整

た

備や、ＩＴ関連企業と

基

地元企業の連携を推進

本

します。また、新たな

計

産業用地や企業振興の

画

基本的方針の検討に努

期

　めます。

・「農林業

間

の振興と担い手の支援

内

」については、農地中

の

間管理事業を活用した

取

担い手への農地集積の

り

推進、日本型直接支払

組

　の推進と産直や食育

み

と連携した地産地消を

と

推進し、持続可能な農

方

業経営体の育成を図り

針

ます。また、森林環境

様

譲与税によ

　る森林活

式

性化の方針策定に取り

Ａ

組みます。

(３) 基

最

本計画内方針及び令和

終

 2年度重点課題に基

更

づく優先順位の考え方

新

・「地域資源を活用し

日

た戦略的な産業振興」

：

については、観光等の

令

情報発信や新たな観光

和

戦略について取り組む

 

ほか、馬事

　文化の詳

 

細記録保存について検

2

討します。

・「ＩＣＴ

年

企業集積と産学官連携

 

の推進」については、

4

継続的な企業誘致の推

月

進、地元企業の振興、

1

ＩＣＴによる地域課題

7

　解決等、ＳＩＣ周辺

日

への企業誘致等につい

2

て検討します。

・「農

頁

林業の振興と担い手の

後

支援」については、農

期

地中間管理事業による

基

農地集積の推進、日本

本

型直接支払の実施、酪

計

農・

　畜産振興を支援

画

する相の沢牧野の運営

 

管理、また新たな森林

令

環境譲与税を活用した

和

森林活性化の長期計画

　

を検討します。

　グリ

２

ーンワークスなどの農

年

業青年や新規就農者に

度

対し、関係機関と連携

 

して支援や指導を行い

政

農業後継者の育成に努

策

め　

　ます。

・新型コ

方

ロナウイルスの影響に

針

より低迷する中小企業

書

等について、関係機関

０

と連携し支援を図りま

３

す。

地域の産業がより活性化し、次代を見据えた挑戦を続けるまち

経済産業担当部長  長内　司善

盛岡西リサーチパークやイノベーションセンター、イノベーションパークには、今後本市産業の核となると思われる企業が

集積しつつあり、イノベーション

政

パークにおける残りの

 

分譲地についても積極

 

的に企業誘致を推進し

 

てます。また、第１次

 

産業においても、六次

策

産業や特産物のブラン

:

ド化、販売促進など、

担

毎年あらたな取り組み

当

が活発に行われていま

部

す。

一方で、都市一極

長

集中等による人手不足

職

は継続しており、労働

・

力は売り手市場化は明

氏

確です。また、農業や

名

市内小規模企業

などで

２

は、後継者不足などに

．

よる事業承継等の将来

政

に不安がある状況です

策

。

世界規模では、ＴＰ

の

Ｐ１１、日欧ＥＰＡを

実

はじめとした関税引き

現

下げ協定、低価格化競

に

争など第１次産業は先

向

行きが見通せ

ない状況

け

にあります。また、新

て

型コロナウイルスの世

の

界的な流行によりオリ

現

ンピックなど様々なイ

状

ベントの延期や中止、

を

イ

ンバウンドなどの交

認

流人口の減少、施設の

識

閉鎖など国内外の経済

す

に与える影響は多大な

る

ものがあります。

一方

(

で、インターネットや

１

物流は依然成長が続い

)

ており、本市農業や中

 

小企業にも直接関係し

政

ています。ＩＣＴ関連

策

の今後

の成長によって

目

は、生産、ＰＲ、決済

標

、開発などに大きな影

の

響を及ぼすことが推測

進

されます。

・「地域の

捗

潤いにつながる観光資

状

源の発信」については

況

、ビッグルーフ滝沢と

分

連携しながらイベント

析

開催による各種情報の

(

　発信をします。観光

２

物産については、既存

)

の自然や文化、ブラン

 

ドをいかしつつ、新た

政

な地域資源のほりおこ

策

しや情報発

　信、観光

の

地としての受け入れ態

実

勢（おもてなしの心な

現

ど）の整備等に努めま

に

す。

・「ＩＣＴ関連企

影

業集積と産学官連携の

響

推進」については、イ

す

ノベーションセンター

る

・イノベーションパー

社

クを拠点とした

　産学

会

官連携を推進し、人材

環

育成、地域課題等、プ

境

ログラミング教室など

変

に取り組みます。また

化

、新たな産業拠点につ



政    策 :

担当部長職・氏名

(４) 所管基本施策別事業費計画表
基    本    施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 基 本 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ａ 最終更新日：令和  2年 4月17日 3頁

後期基本計画 令和　２年度 政策方針書

０３ 地域の産業がより活性化し、次代を見据えた挑戦を続けるまち

経済産業担当部長  長内　司善

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

03010000  地域の潤いにつながる観光資源の発信
1

130,852 69,357 88.7 131,698 131,698 131,698 525,946

03020000  ＩＣＴ関連企業集積と産学官連携の推進
2

134,189 131,408 2.1 132,658 130,658 132,658 530,163

03030000  農林業の振興と担い手の支援
3

192,222 187,104 2.7 220,410 211,113 192,133 815,878


